
設定の考え方

公園供用面積 121.13ｈａ 124.74ｈａ

施策目標の
実現に関する

指標

課題解決の
方向性

　市民のレクリエーションや憩いの場であるとともに、火災の延焼防止・遅延や災害時の一時避難場所などの防
災機能を有する公園の整備を推進します。また、老朽化した公園施設は、計画的な更新を行い、利用者のニーズ
にあった再整備を推進します。
　公園の除草清掃については、地域住民やＮＰＯ団体等との連携を強化して、引き続き実施に努めます。
　内港地区周辺の公園については、公募設置管理制度等を活用し、パークベイプロジェクトを先導する、民間活
力による公園の再生・活性化に取り組みます。

(２)主な取組

名称 公園の整備と緑化の推進

担当課 市街地整備課

№1

 木更津市の都市公園の供用面積の現状値
（平成３０年４月１日）を採用し、目標
値を（平成３５年４月１日）として、現
在、土地区画整理で移管を受けた公園予
定地の整備を進めた場合

概要

・土地区画整理事業区域等の住宅立地の進展に合わせ、都市公園の整備を進めます。
・地元自治会等の協力を得ながら、公園・緑地の清掃等を実施します。
・既設公園内の公衆便所や園路等の改修を進めるほか、公園施設の老朽化に対応するため、長寿命化計画に基づ
く、遊具や照明、フェンス等の改築・更新等を行います。
・民間活力により、内港地区周辺の都市公園の段階的な再整備に取り組み、パークベイプロジェクトの進捗を図
ります。

指標 現状値(H30) 目標値（H34)

現状と課題

　本市では、条例で都市公園の一人当たりの敷地面積の標準は10㎡としていますが、平成29年度末で9.04㎡と下
回っているため、さらなる公園緑地の整備が必要になっています。
  また、公園施設は、計画的な維持管理に努めていますが、今後、老朽化が進むことにより、維持管理の増大が
懸念されています。
　公園の除草清掃は、地域住民等との協働により実施されていますが、今後、少子高齢化の進展などにより、協
力を得ることが困難になることが考えられます。
　内港周辺地区の公園は、パークベイプロジェクトの進捗に向け、公園のポテンシャルを活用することが求めら
れています。

基本方向 （５）まちの快適・うるおい空間づくり 基本政策 ２）都市環境の充実

（１）施策

名称 ３０　公園・緑地の充実

目標
　良好な都市環境を維持するため、計画的な公園緑地の整備と保全に努め、地域住民等の生活環境の向上をめざ
します。

施策・主な取組シート
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